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 本校は、三原市の沖合い佐木島にある小規模の学校で、三原市内唯一の特認校です。 

  

特認校制度とは、豊かな自然環境に恵まれた小規模校を対象とし、きめ細かな学習指導

を行い児童一人ひとりの能力を最大限に伸ばすとともに、自然環境を活かした体験学習等

を通じて豊かな人間性を培うことを目的として入学（転入学）を認める制度です。本校の

教育方針に賛同しているなどの条件を満たす、三原市内に住民票がある児童は入学（転入

学）できます。 

  

令和６年度は、４名の入学生を含め全校 25 名が特認校制度を利用して通学しています。

特認校制度の趣旨のもと、 

 

 

 

  

 筏で探検 「さぎっ子祭」での落語 

 

  

 

 

モデルロケット製作 モデルロケット発射  

 

 

  

 左官体験 「塩づくり」体験 

など、特色ある教育活動を行っています。 

これらの活動を通して、児童一人一人の多様な個性・能力を伸ばし、他者と協働しなが

ら、こらからの社会で活躍するのに必要な資質・能力の育成を推進しています。 

 本校教育に興味を持たれた方は、是非ご連絡ください。 

自然豊かな佐木島の環境

を生かし、島民の方々と

の様々な交流活動や体験

活動 

福山大学工学部と連携し

ながら行っている「モノ

づくり教室」 

三原市と連携協定してい

る「レッド・ドット・ス

クール」との「国際交流

活動・創作活動」 


